













































































































































































ドゥル』のような機関誌を発刊し、‘ 僑民社会 ’ が切望していた情報
媒体として確固としてその座に着いた。そして《集まり、ウリドゥル》
は〈韓国学生民俗紹介展〉の開催と『ウリドゥル文庫』の運営を通し















のつらい生活苦、主流 / 中心に対する非主流 / 周辺としての異邦人意







ンコリアン社会の精神文化的求心点として “ 精神的架橋 ” 的な役割を
忠実に受け持ってきた。特に ‘ 僑民社会 ’ の痩薄した精神文化的環境



























































































































































































































































国の野生花 ‘ 錦囊花 ’」（通巻10号）、そして、“ アルゼンチン作家 Rita 
Brana の木を素材にしたモザイク画 ‘Tango’ と韓国のタルチュム統営
五広大遊び ”（通巻5号）、“ 強烈な異国的体験を Algarobo 木と Onix














































































では、‘ 僑民社会 ’ の勇気と “ 真実を追求する堅い信念 ” を通して、‘ 僑
民社会 ’ の “ 同質性を確認 ” し、移民開拓者としての “ 細やかな火種 ”


















ス文学』が在アルゼンチンコリアン社会を振り返りながら ‘ 僑民社会 ’














“ 先着して生きた人たち ”、“ 彷徨する草創期の移民者たち ”、“ 針仕
























イ・ギョボン キム・ヨンギル ソン・ヨン社 1990 301
アルゼンチン韓人移
民25年史

















私が私に道を照らす 孟夏麟 キム・ジンス 韓国文化社 2008 144
ブエノスアイレス、
2010
孟夏麟 ホン・ヘリ ウム 2010 208
上弦の月に掛った木
霊
曺美姫 カン・ボンジャ 文学手帳 2008 261
鳥たちはペルーで鳴
かなかった







草の葉の中のインカ ユン・チュンシク 文学手帳 2001 179
空・海・星の光 キム・ジェスン シン・ヨンホ ヤンムンガク 2000 181
随筆集
(9巻)













































































会97』は当時の “ アルゼンチンの政治、経済、社会 ” 紹介を初めとし
て、“ 韓人社会年表（1965-1996）”、“ 韓人社会声明書集 ”、“ 海外同














ィアスポラ言語 ” で “ 多文化の可能性 ” と情緒的な安定を基盤に “ 果
てのない挑戦と ‘ 道探し ’ 余情 ” をみせつけた。そしてユン・チュン
シクの『草の葉の中のインカ』と『夕やけにかかったオーベーリスク』
は “ 南アメリカの自然風光と風物、それから歴史意識と遺跡 ”、宗教








呼び起こしながら ‘ 記憶 ’ と ‘ 懐かしさ ’ の力を通じて新しい世界に進



















 ”、“ 朝のために ”、
“ 帝王の苦悶 ”、“ 真実性の問題 ”、『３匹のドラド』は “ 別れの練習 ”、
























表象した ‘ 洗濯婦 ’ の姿 （「洗濯婦」）、“ 第2の家族 ” と思ってきた居住
国原住民の裏切りと共生の論理（「第2の家族」）、異文化に対する異質
感と帰郷意識（「換羽期」）などはアルゼンチンコリアン社会に常存す
る根源的な “ 壁 ” の実体と重さを文学的に形象化した作品である。
個人的な移民体験と記憶を叙事化した自叙伝にはイ・ホンヨンの『韓
人たちが描いた西洋画』、チョ・ウンジェの『枯れない根』がある。
『韓人たちが描いた西洋画』の内容は “ 文化教養 ”、“ 時事 ”、“ 韓人会、
韓国学校、新聞 ” のコラム、“ 随筆 ”、“ 意見開陳文 ” という形態で構
成されていて、チョ・ウンジェの『枯れない根』は移民者の一人とし
て経験するしかなかった艱苦した体験を “ 私が去った日 ”、“ 暗闇に
昇った太陽 ”、“ 裁縫をしながら教えたカ・ギャ・ゴ・ギョ ” で構成
して披瀝した。そして提示したジャンル別整理表（表２）には入って
ないが、南米の政治評論としてキム・ヨンギルの『南米を語る』、地


















































































































1 筆者は 2010 年８月に日本法政大学の川村湊教授、守屋貴嗣兼任講師と共に、
ブラジルサンパウロを中心に日系ブラジル人文学と在ブラジルコリアン移民






3 アルゼンチンの国土面積は総 276 万 6,890㎢で、世界 8 位であり、韓半島（22.2
万㎢）の約 12.5 倍、南韓（9.9 万㎢）の約 28 倍の大きさに当たる。全国土の
61% が肥沃な耕作可能地であり、人口は約 4 千万余名である。
4 中南米に居住するコリアンたちはブラジル（50,773 名）、アルゼンチン（22,354
名）、グアテマラ（12,918 名）、メキシコ（11,800 名）、パラグアイ（5,205 名）、
ペルー（1,305 名）、エクアドル（1,300 名）、ボリビア（671 名）、ニカラグア
（550 名）、ドミニカ（454 名）、パナマ（310 名）、べネズエラ（293 名）、ホ
ンジュラス（284 名）、エルサルバドル（249 名）、ウルグアイ（169 名）順に
なる。世界的には中国（2,704,994 名）、アメリカ（2,176,998 名）、日本（904,806
名）、カナダ（231,492 名）、ロシア（218,956 名）、ウズベキスタン（173,600 名）、
オーストラリア（132,287 名）、カザフスタン（107,130 名）順になる。（韓国
外交部通商部 ‘ 在外同胞現況 ’-2011 年）






7 アルゼンチンに入った反共捕虜は 1956 年 10 月 21 日に第 1 陣として 9 名、
1957 年 5 月 11 日に第２陣として 5 名が入る。一方、当時ブラジルに向かっ
た反共捕虜は総 55 名（中国人捕虜 5 名）であった。（イ・キョボン、『アル
ゼンチン韓人移民 25 年史』、センヨン社、1992 参照）
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: www.commac.com）, （ブエノスネット : www.buenos.net）, （コルネット : 
www.kornet.com.ar）, （在アルゼンチン文人協会 : http://kornet.com.cc/eca）, 
 （アルゼンチン韓国人学校 : http://ica.adminschool.net）などである。




13 『ロスアンデス文学』に掲載されたアルゼンチン作家の詩は総 16 編である
が、通巻 2 号に 5 編 [ ルイス・アマヤ（Luis Amaya） 「我らは共に成長し
た（Creimosjuntos）」（キム・パンソク訳）、「慈悲、慈悲、慈悲（Piedad. 
Piedad.Piedad）」（キム・パンソク訳）、アナヒ・ラザロニ（AnahiLazzaroni） 
「傾斜（Declive）」（キム・パンソク訳 ）、 「横顔 （Pergil）」（キム・パンソク訳）、 
マリア・セシルリア・モリナリ（Maria Cecilia Molinari） 「俺のそばの君
（CuentaCommigo）」（イ・ギオン訳）]、 通巻 3 号に 7 編 [ ディオニシア・ア
タナソプロ（DionisiaAtanasopulo）「果物を吸込みながら（RespirandoFrutas）」
（ユン・ビョンハ訳）、「村には誰も（Nadie en el Pueblo）」（ユン・ビョンハ訳）、
「童心の国（El Pais de la Infancia）」（ユン・ビョンハ訳）、ルイス・エステ
バン・アマヤ・ローチャ（Luis Esteban Amaya Rocha）の詩（キム・パン
ソク 1 編意訳、3 編原文掲載）が 4 編 ]、 通巻 5 号に 3 編 [ ルイス・エステバン・
アマヤ・ローチャ （Luis Esteban Amaya Rocha）「同日一日、悪い父と大人
しい子になって（Yoque he sido mal padre y buenhijo el mismodía）」、マリア・
セシリア・モリナー「反省（Reflexion）」、「選択された詩（PoemaElegido）」］、




14 『ロスアンデス文学』に掲載されたアルゼンチン作家の随筆は通巻 3 号に
2 編 [ マリア・セシリア・モリナー（Maria Cecilia Molinari）「恐怖の自殺
（MuerteAnticipada）」（イ・ギオン訳）、シルビア・シュミッド（Silvia Shmid）「青
い蝶（Mariposa Azul）」（イ・スンヒ訳）] がある。
15 『ロスアンデス文学』に紹介されたアルゼンチン作家の小説は通巻 8 号に 3 編
[ ダニエル・レデスマ（Daniel Ledesma） 「ユッノリ（NYOUT）」（チョン・へ
ジン訳）、ロゲリオ・ボラガーシア（Rogelio Borra Garcia）「バラの持ち主は
何時も他人（Las rosas, casisiempre, son ajenas）」（キム・ソヨン訳）、パトリ
シア・スアレス（Patricia Suarez）「センプランシスコ行きの道（Hacia San 
Francisco）」（イ・ギオン訳）]、そして通巻 9 号に 1 編 [ パトリシア・スアレス
の「事業、その中の成功（Los exitos en los negocios）」（チョン・ミファ訳）]
がある。
16 權寧珉は文芸同人誌『熱帯文化』の刊行動機を “ 韓国人僑胞社会の内的成長 ”




9 巻が発行されたが、現在は発刊中止の状態である。だが 2011 年 12 月頃第 10
号が発刊される予定である。『熱帯文化』は詩、随筆、小説を初め評論、紀行文、
コント に至るまで多様な文学作品が掲載されている。（金煥基、「在ブラジルコ
リアン文学の形成と文学的アイデンティティ」、『中南米研究』（第 30 巻 1 号）、
中南米研究所、2011 参照）
18 在亜コリアン作家たちの中で、曺美姫は 2006 年在外同胞文学賞と 2007 年『文









22 詩集『彼の空が露を降らすところ』にはアルゼンチンから 5 名（シム・コンジ
ョン、ユン・チュンシク、キム・ジェソン、イ・ユンシュク、チャン・ヨンカ








24 『芍薬の花』は “ アルゼンチン連邦政府、駐アルゼンチン韓国大使館、在アル














27 『ウリドゥル』の創刊は 1973 年である。 2 回発刊されて中断、1976 年に再
創刊になる。筆者が確保した資料は再創刊された『ウリドゥル』（創刊号、
1976.11）を始め、第 2、4、5、7、8、9、10、11 号、『月刊ウリドゥル』は
1977 年送年特集号と第 13、16、18、19、20 巻、『週刊ウリドゥル』は 1993

















《熱帯文化同人会》、『熱帯文化』（第 1 号〜第 9 号）、 1986-1995 
《在亜文人協会》、『ロスアンデス文学』（創刊号 - 通巻 12 号）、在亜文人協会、
1996-2009
《在外同胞財団》、『在外同胞文学の窓』（第 1 回受賞作品集〜第 12 回受賞作品集）、
在外同胞財団、1999 〜 2010
※本論文は拙稿「在アルゼンチンコリアン移民文学の形成と展開様相（ハングル
版）」（『中南米研究』第 31 巻１号、韓国中南米研究所、2012.2）の内容を加
筆修正して日本語に直したものである。
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